
教育委員会主催教育シンポジウム 

「教師に必要な数学能力形成に対する数学者の責任」 

 

児童・生徒の学力低下が近年たびたび話題になってきた。ゆとり教育世代の学生が

大学に入学するようになってさらに大学生の数学能力の低下を実感しているのでは

ないだろうか。その要因を推測すると、小学校・中学校・高等学校の教師の数学力に

も問題があると思われる。現行の教育職員免許法では、数学専門科目をわずか２０

単位取得するだけで中学校・高等学校の数学教師になれる。このような状況に対し、

教師を送り出す側の大学の数学者にはどのような対応が求められているのであろう

か。数学者が教師教育に責任をもち、教育ビジョンの確立と教育政策への提言を行う

ことを目指して議論しようではありませんか。 

 

日時： 9 月 30 日（金） 14：15‐16：40 

 

場所：  信州大学理学部第１講義室 

 

14 時 15 分~14 時 20 分 理事長挨拶： 宮岡 洋一（東京大学・日本数学会理事長） 

14 時 20 分~14 時 30 分 ICME12 のご紹介 Oh Nam Kwon (ICME12 国際プログラム

委員長（韓国）) 

 

14 時 30 分~ 教育シンポジウム 

講演： 丹羽雅彦（滋賀大学） 

      「教員養成における数学専門科目‐現状と標準をつくる試み‐」 

 

      青山陽一（島根大学） 

      「教材研究を教科専門科目の一部として捉えよう」 

 

パネルディスカッション： 

パネリスト：丹羽雅彦（滋賀大学）、青山陽一（島根大学）、 

      浪川幸彦（椙山女学園大学）、蟹江幸博（三重大学） 

司会：  伊藤仁一（熊本大学） 

 

 

（日本数学会 教育委員会） 


